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令和６年度 第１回 印西市市民参加推進委員会会議録 

 

１ 開催日時   令和６年８月８日（木） 午後１時３０分～３時２５分 

２ 開催会場   印西市役所３階 大会議室 

３ 出 席 者   中島信行委員、吉田浩一委員、髙城國司委員、小出正史委員、榊原賢一委

員、清宮絹代委員、小山尚子委員 

４ 事 務 局   伊藤課長、鈴木課長補佐、本田、寺本 

５ 傍 聴 者   ０名 

６．会議内容   １ 開 会 

         ２ 委嘱書交付 

         ３ 挨拶 

 ４ 議 題 

 （１）会長及び副会長の互選について 

 （２）市民参加推進委員会の運営について 

（３）令和５年度印西市市民参加実施結果の報告について 

（４）令和６年度市民参加手続の実施予定について 

７．会議要旨 

４ 議題 

（１）会長及び副会長の互選について 

 会長榊原委員、副会長小出委員 

（２）市民参加推進委員会の運営について 

≪事務局説明≫ 

・資料１市民参加条例及び施行規則 条文の構成と概要、委員会の運営について説明。 

≪委員質問・意見≫ 

・当日資料３令和６年度第１回市民参加推進委員会事前質問及び意見に基づき、質問や意見、

また質問に対する回答を共有。 

≪事務局説明≫ 

・資料２令和５年度 印西市市民参加実施結果報告書及び資料３－１令和５年度市民参加手

続（1 市民意向調査、2 市民説明会、3 市民意見公募、4 市民会議）の実施状況、資料３－２

令和５年度市民参加手続（5審議会等）運営状況について説明。 

≪委員質問・意見≫ 

・当日資料３令和６年度第１回市民参加推進委員会事前質問及び意見に基づき、質問や意見、

また質問に対する回答を共有。 

・当日資料３番号３男女共同参画の周知方法に関連して、男女共同参画センターの市民意見

公募の予定はあるか。 

→男女共同参画センターの設置及び管理に関する条例（案）の市民意向調査（パブリックコ
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メント）については、本年８月１５日号広報を予定している【事務局】。 

・パブリックコメントの募集について、募集の前に、市ホームページ、Twitter などで事前周

知があれば、市民の側も準備しておけるので参加しやすい。 

・当日資料３番号７周知・募集の方法について、広報に掲載する際に QRコードを一緒に掲載

してほしい。 

・資料４・５「ふれあいバスルート再編（案）」において市民意見公募がある。ふれあいバス

については、マイカー時代の感覚ではなく、最低限で利用できる交通手段である。パブリッ

クコメントの募集においては、市民全体が関心を持ち、自分が意見を出さなくても、興味を

持っている人が増えてきていると思う。募集に際し、市ホームページにも目立つように掲載

してほしい。 

・市民意見公募など、面倒を感じてしまう人もいるかもしれない。一目見て分かるよう、市

民参加に臨んでくれるための工夫が必要である。 

・当日資料３番号８『市民参加手続き運営状況』女性委員の数が０の審議会等の各課回答に

ついて、従来の男女の分担の図式が続いているように感じてしまう内容である。もうちょっ

と、意識が変わる必要がある。 

→先日の男女共同参画会議において、職員の意識を変えていく必要がある旨の発言があった。

時間が必要であると感じている。【事務局】 

・当日資料３番号９女性委員の積極的な登用について、女性は家事や仕事があって会議日程

の調整が難しいと思われるので、女性委員の応募が増えるまで、例えば人材バンクを設け、

委員の任期が終了したら登録してもらうなど工夫をしてみてはどうか。 

・当日資料３番号１０委員の若者の参加促進について、若者が参加しやすい場づくりとして

IT の活用、Zoom 会議を開催するのはどうか。 

→Zoom 対応についてこの場で回答することは難しい。他市での利用状況を確認していく【事

務局】 

・当日資料３番号１１市民参加推進委員の委員数について、定数１５名となっており、昨年

度までは５人だった。今年は、公募委員３人を含め、全員で７人と増えてきている。任期や

募集など、工夫してはどうか。せっかくなので、委員の皆さんの意見を聞いてみたい。 

・公募委員がいない場合に、市民参加条例第１３条第３項第３号に、「その他市長が必要と認

めた者」として委員数１５人以内にしてはどうか。１０名位いても良いと思う。委員の委嘱

が８月１日から２年間となっているが、４月１日から３月３１日の年度にした方が、公募も

集まるのではないか。 

・人数を増やして、意見を多く取り入れた方が良い。会議開催の場についてＩＴ活用するな

ど、参加しやすい場づくりを整えてはどうか。 

・各審議会の市民参加の目的は何なのか、考えてみた。どんなことをしたら、良くなるのか

と思っている。いろいろな意見が出ていると感じる。 

・当日資料３番号１２市民参加の会議の在り方についての意見を市民参加推進委員会の意見
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として提出できないのか。 

→市民参加条例第１３条第２項各号に掲げる事項については調査及び審議し、市長に意見を

述べることができる。本日開催の審議会は条例第１４条の市民参加の実施状況の報告、公表

であり、委員からの意見や提案ということではないが、本日の内容は各課に周知させていた

だく【事務局】 

・市民参加推進条例は、当初は総務省の主導する協働のまちづくりの一環としてできたもの

だと思う。市民参加推進委員会の委員の意見は、手法等の選択肢の一つとして提示するもの

だと思う。他の審議会等にとって、参考となる審議かになれば良いと思う。 

・当日資料３番号１３女性の登用について、国のように「男女のいずれか一方の委員の数が

委員の総数１０分の４未満とならない状態」への表記へ変更した方が良い。もう少し先に進

む記載をしてはどうか。市民参加推進条例施行規則第 10 条(３)「各審議会等の女性委員の比

率が、３割以上になるよう努めること。」は、従前の役割意識の反映でしかないと思う。 

→男女共同参画の方で検討させていただく【事務局】 

 

（４）令和６年度市民参加手続の実施予定について 

≪事務局説明≫  

・資料４令和６年度市民参加手続の実施予定について説明。 

≪委員質問・意見≫ 

・市民参加の本来の目的は、市民が市の行政活動に市民参加を推進することにより、魅力と

活力のある地域活動に寄与するものであり、その方法として５つの市民参加手続きという手

段がある。この５つの手段を実施することが目的になっているように感じられる。手段が目

的にならず本来の目的を達成できるようにしてほしい。 

・資料４ふれあいバスルート再編（案）の意見公募について、どんな予定か。 

→ふれあいバスの運行ルートや時刻改正を定期的に見直す際の意見公募となる。地域公共交

通会議で予め案を調整することとなるが、道路に線路が敷かれているかのように、路線バス

との運行を細部にわたり調整している。 

 

周知事項・事務連絡 

 事務連絡として、市民提案手続きがあった際には、臨時で会議を開催する場合があること

をお知らせする【事務局】。 

 

令和６年８月８日に行われた印西市市民参加推進委員会の会議録は、事実と相違ないの

で、これを承認する。 

  

 令和６年８月２８日 

                会議録署名委員 会長   榊原 賢一       


